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「み言葉が実現するために」

（裏切りと逮捕）

（マルコ14:43～52）

挽地茂男
2019.8.18 日本基督教団・千歳丘教会

わたしたちはマルコによる福音

書の１１章の「エルサレム入城」

以降、主イエスのエルサレムでの

物語を読んできました。実はこの

１１章から１６章までのエルサレ

ムでの物語は、主イエスの生涯の

最後の一週間の出来事を伝えてい

ます。マルコはこの最後の一週間

の出来事を伝えるのに、全体で合

計１６章の福音書の中の６章を費

やしているのです。福音書は昔か

ら「長い序論のついた受難物語」

だと呼ばれてきました。実は、福

音書の中心は、イエスの生涯の最

後の一週間に含まれている受難物

語なのです。実際、福音書の成立

過程は、まずキリスト教信仰にと

って最も重要な、十字架と復活を

中心とする受難物語が整理され、

そのあとイエス・キリストの生前

の出来事を伝える物語へと興味が

拡大し、主イエスの生前のエピソ

ードが収集されていったと考えら

れています。つまり受難物語は福

音書という物語全体を理解する上

でも、最も大きな意味を持ってい

るのです。

そこで、「受難物語」のあらす

じをもう一度おさらいしておきま

しょう。受難物語は１４章から始

まります。受難物語の背景は過越

祭（＋除酵祭）です。祭りの賑わ

いに紛れるようにして、ユダヤ人

の宗教指導者たち(サンヘドリン

の重鎮たち)は主イエスの暗殺を

画策していました。エルサレム神

殿の周りには祭の献げ物として屠

られる過越の小羊が集められてい

ました。多いときには２万頭を超

えると言われる小羊たちの声が都

を取り巻いていました。つまり物

語全体は、暗殺の緊迫感と祭のエ

ネルギー（過越祭・除酵祭）に覆

われているのです。イエス暗殺の

〈策謀〉と過越の小羊の〈屠殺〉

がこの物語の背景です。受難物語

の始まりの第１節、つまり１４章
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１節は、祭司長たちや律法学者た

ちは「なんとか計略を用いて（ejn

dovlw/）、イエスを捕らえて殺そう

と考えていた」とつたえます。こ

の「計略」という言葉（ dovlo"）

はもともと、魚を釣るための餌〔a
bait ( 餌 ) for fish ⇒ deceit,
treachery, fraud.〕という言葉で

す。彼らは何とかしてイエスをつ

り上げよう

としていた

のです。そ

してまずは

イエスの側

近とも言える１２弟子の一人が引

っかかってきたのです。そして受

難物語が動き始めます。

さて受難物語の最初の出来事

は、①１４章１－１１節「ナルド

の香油」（ベタニア）の物語です。

主イエスに注がれた純粋なナルド

の香油は、イエスの葬りの準備と

して主イエスに注がれます。無駄

遣いを責める弟子たちを尻目に、

主イエスは、香油を注いだ女の行

為を「はっきり言っておく。世界

中どこでも、福音が宣べ伝えられ

る所では、この人のしたことも記

念として語り伝えられるだろう」

と賞賛します。

そして２つ目の出来事は②１４

章１２－２６節の「最後の晩餐」

の物語です。主イエスはこの晩餐

の席で、受難(十字架上の自分の

死)の意味を説明することになり

ます。(1)晩餐の準備(14:12-16)

が整うと、主イエスはベタニアか

らエルサレム市内へ移動し、晩餐

の食卓に着きます。そしてその席

上、最も親しい１２人の弟子たち

の中から(2)裏切り者が出ること

を預言します(14:17-21)。そして

パンとぶどう酒を用いて、十字架



- 3 -

(上の自分の死)の意味を明らかに

し、主イエスの受難を記念してこ

の儀式を守り続けるようにと、(3)

聖餐が制定(14:22-25)されます。

主イエスに間もなく訪れる十字架

での死の意味が明らかにされると

同時に、やがて終末(世の終わり)

にイエス・キリストとともに祝う

メシアの祝宴への希望が語られま

す。そして、(4)最後の晩餐が終

了(14:26)すると、「一同は賛美の

歌をうたってから、オリーブ山へ

出かけ」たのでした。この時、主

イエスの暗殺を画策していたユダ

ヤ教の指導者たちは、このチャン

スを逃しませんでした。主イエス

は人気のない、エルサレム城外の
ひ と け

オリーブ山に移動したのです。サ

ンヒドリンに動きが出ます。

背後でイエス逮捕の策略が着々

と練られている間の第３番目のエ

ピソードは、１４章２７－３１節。

弟子たちのつまずきの予言です。

主イエスは、予言して言います。

「14:27……「あなたがたは皆わ

たしにつまずく。『わたしは羊飼

いを打つ。すると、羊は散ってし

まう』／と書いてあるからだ」(1

4:27)。この言葉は、旧約聖書の

ゼカリヤ書１３章７節の言葉で

す。そしてこの言葉に続いて、「マ

ル14:28 しかし、わたしは復活し

た後、あなたがたより先にガリラ

ヤへ行く」と謎のような約束が語

られます。

弟 子 た ち

が 初 め て

主 イ エ ス

に 出 会 っ

たガリラヤ、彼らが弟子としての

召命を受けたガリラヤ、彼らの信

仰の原点、彼らの信仰のふるさと

での主イエスとの再会の約束でし

た。わたしたちは、このガリラヤ

での再会の言葉に「放蕩息子」の

譬えを重ねて理解したのでした。

受難物語の進行にともって、弟子

たちは、主イエスを捨て、次々に

醜態を演じます。しかし露呈して

くる弟子たちの躓きの姿を見る主

イエスの目は、異国の地で放蕩の

限りを尽くして落ちぶれ果てた弟
夜のゲツセマネ
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息子の帰りを待つ父親の目と同じ

目なのです。ガリラヤで弟子たち

との再びの出会いを待つ主イエス

の眼差しはそれと重なっていま

す。成功して故郷に錦を飾る者を

待つのではなく、自分を捨ててい

った者を待つ目は、あの父親と同

じ眼差しなのです。そして主イエ

スのその眼差しが、悲惨な受難物

語を、どことなく温かいものにし

ているのです。

先週は第４番目のエピソード、

１４章３２－４２節に記された

「ゲツセマネ」の祈りの場面を読

みました。目覚

めて祈る主イエ

スと、再々「目

を覚まして祈っ

ているように」

諭されても眠り

こけてしまう弟

子たち。そしてその祈りの結果が、

今日の第５番目のエピソード１４

章５３－５２節の主イエスに対す

る「裏切りと逮捕」の場面に露呈

します。今日の第五番目のエピソ

ードに入る前に、受難物語の残り

のエピソードもざっと見ておきま

しょう。受難物語は全部で１１の

エピソードから成っています。す

でに５つのエピソードを見てきま

したが、次の第６番目のエピソー

ド、１１のエピソードの真ん中に

置かれたエピソードが、サンヒド

リンによる「イエスの裁判」、１

４章５３－６５節です。第７番目

が「ペトロの否認」１４章６６－

７２節。鶏が二度鳴く前に、ペト

ロは、三度主を知らないと言いま

す。そして１５章に入って、１－

２０節で第８番目のエピソード

「ピラトの裁判」があって、第９

番目のエピソードが、２１－４１

節の「十字架」の場面で、第１０

番目のエピソードが「イエスの埋

葬」のシーン１５章４１－４７節。

そして１６章に入って１－８節に

記される第１１番目の最後のエピ

ソード「復活」をもってマルコ福

音書が完結します。

さて、今日の第５番目のエピソ

ードは、主イエスに対する「裏切

りと逮捕」を描きます。４３節。

「14:43 さて、イエスがまだ話し

ておられると、十二人の一人であ

るユダが進み寄って来た。祭司長、

律法学者、長老たちの遣わした群

衆も、剣や棒を持って一緒に来

た。」エピソードは「さて、イエ

スがまだ話しておられると」（e[ti



- 5 -

aujtou' lalou'nto"）と始まっていま

す。第４番目のエピソード「ゲツ

セマネ」の園で主イエスが弟子た

ちに話していた最後の言葉は１４

章４１－４２節

です。祈りから

戻った主イエス

が、まだ眠って

いる弟子たちに

語ります。「14:41イエスは三度目

に戻って来て言われた。「あなた

がたはまだ眠っている。休んでい

る。もうこれでいい。時が来た。

人の子は罪人たちの手に引き渡さ

れる。14:42 立て、行こう。見よ、

わたしを裏切る者が来た。」(a)眠

っている弟子たちを叱責された

後、(b)「時が来た（h\lqen hJ w{ra）」

と決定的な「時」の到来を確認し

ます。そして再度(c)「人の子は

罪人たちの手に引き渡される」と

受難を予告して、(d)弟子たちに

「14:42 立て、行こう。見よ、わ

たしを裏切る者が来た」と行動を

促します。

裏切る者がやって来ました。ユ

ダは「祭司長、律法学者、長老た

ちの遣わした群衆」の先頭に立っ

ています。この群衆が「祭司長、

律法学者、長老たち」から遣わさ

いよいよ捕り方が接近

マルコ１４：４３－４６ マタイ２６：４７－５０ ルカ２２：４７－４８ ヨハネ１８：３－９

取り方の構成員

(a) ユダ（十二人の一人） (a) ユダ（十二人の一人） (a) ユダ（十二人の一人） (a) ユダ
(b) 祭司長、律法学者、長 (b ) 祭司長たちや民の長 ――ユダが先頭に立っ (b) 一隊の兵士
老たちの遣わした群衆 老たちの遣わした大勢の ているが、随員の構成内 (c) 祭司長やファリサイ

群衆 容は後述 派の人々が遣わした下
( b ) 祭 司長 、神殿守衛 役
長、長老たち（ｖ．５２）

手にしていたもの

剣や棒 剣や棒 剣や棒（後述 ｖ．５２） 松明やともし火や武器

逮捕の合図

ユダの接吻 ユダの接吻 ユダは接吻するが合図 ユダの接吻も合図もな
とされていない し （ イ エ ス が 名乗 り 出

る）



- 6 -

れていることに注意が必要です。

この群衆はエルサレムの一般群衆

とは違います。少し後に、この群

衆に「しもべ」(dou'lon)という言

葉を使っていますから、宗教指導

者たちの使用人や、神殿境内で物

を売っていた商人や両替商も含ま

れていたかもしれません。いずれ

にせよ「祭司長、律法学者、長老

たち」とイエス逮捕の目的を共有

する群衆にちがいありません。そ

の群衆の先頭に立つユダは、まる

で、これから始まる捕り物を指揮

する小役人（下っ端の岡っ引き）

のようです。４４節。「わたしが

接吻するのが、その人だ。捕まえ

て、逃がさないように連れて行け」

とイエス逮

捕の手筈を

整えます。

合図はユダ

の 接 吻 で

す。群衆の手には「剣や棒」が握

られています。そして主イエスの

姿が確認できる距離までやって来

ると、ユダがひとり主イエスに近

づいて行き、「先生」と言って接

吻し」ます(v.45)。すると一気に

群衆は、主イエスを押さえ込みま

す。理不尽な逮捕劇の始まりです。

そして４６節。「14:46 人々は、

イエスに手をかけて捕らえた。」

この群衆の暴力性は、もう一方

の暴力性を引き出します。暴力は

暴力を引き出すのです。４７節。

「14:47 居合わせた人々のうちの

ある者が、剣を抜いて大祭司の手

下に打ってかかり、片方の耳を切

り落とした。」弟子たちには「目

には目を、歯には歯を」が当然の

ように思えます。相手が暴力で来

るなら、こちらも暴力だ。主イエ

スがあれほど「あなたの敵を愛せ

よ。右のほおを打たれたら、左の

ほおも出せ」と教えておられたの

にです。敵が「剣と棒」なら、こ

ちらも「剣」だ。当然でしょ。少

なくとも正当防衛だ。自衛のため

の戦いは戦争ではない、と考える

のです。ここに至って「暴力」に

ついての主イエスの考え方が、こ

の世界と、根本的に違うことが明

らかになります。その考え方は、

現実離れしていて、空想的にさえ

見えてきます。もしイエスの言葉
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を、「非暴力

的抵抗」とし

て実践したガ

ンジーやマー

チン・ルーサー・キングのような

人たちがいなければ、群衆の「剣

と棒」に対してはこちらも「剣」

で対抗するのは当然ではないか、

と考える弟子たちに同調するのが

自然でしょう。これが、世界の戦

争の原理です。とられたら取り返

す。殴られたら殴り返す。自分が

強ければ、欲しい時には取られな

くても取る。殴られなくても殴る。

もしゲツセマネの園でこの時、主

イエスが相手に手をかけていた

マルコ１４：４７－５０ マタイ２６：５１－５５ ルカ２２：４９－５３ ヨハネ１８：１０－１１

剣で斬りつけた者

「居合わせた人々のうちの 「イエスと一緒にいた者の 「イエスの周りにいた人 シモン・ペトロ
ある者」 一人」 々は事の成り行きを見て

取り、「主よ、剣で切りつ
けましょうか」と言った。
そのうちのある者」

耳を切り落とされた者

大祭司の手下（片方の耳） 大祭司の手下（片方の耳） 大祭司の手下（右の耳） 大祭司の手下のマルコ
ス（右の耳）

イエスの言葉と癒し

(1)イエスは特に制止しない (1) イエスは制止する (1)イエスは制止する (1) イエスは制止する
(2) 癒しを行わない (2) 癒しを行わない (2)癒しを行う (2) 癒しを行わない
(3) 主要な言葉 (3) 主要な言葉 (3) 主要な言葉 (3) 主要な言葉
(a) なし (a) 「剣をさやに納めな (a) 「やめなさい。もう (a) 「剣をさやに納め
(b) まるで強盗にでも向 さい。剣を取る者は皆、 それでよい」 なさい。
かうように、剣や棒を持 剣で滅びる。」 (b) まるで強盗にでも (b ) 父がお与えにな
ってやって来たのか。 (a') 父は十二軍団以上 向かうように、剣や棒 った杯は 、飲むべき
(c) 神殿で教えていると の天使を今すぐ送って を持ってやって来たの ではないか。 」 （ ペ ト
き に 手 を 下 さ な か っ た くださる か。 ロに）
（彼らに） ( b ) ま るで強盗にでも (c) 神殿で教えている

向かうように、剣や棒を ときに手を下さなかっ
持ってやって来たのか。 た（祭司長、神殿守衛
(c) 神殿で教えていると 長、長老たちに）
きに手を下さなかった (d) 今はあなたたちの
（群衆に） 時で、闇が力を振るっ

ている。

預言の成就

しかし、これは聖書の言葉 26:56 このすべてのことが
が実現するためである。」 起こったのは、預言者た

ちの書いたことが実現す
るためである。」(Cf.26:54 ）

弟子たちの敗走

14:50 弟子たちは皆、イエ このとき、弟子たちは皆、
スを見捨てて逃げてしまっ イエスを見捨てて逃げて
た。 しまった。
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ら、この場面は一気に乱闘シーン

に変わって、修羅場と化していた

でしょう。しかし戦いは起りませ

んでした。むしろ主イエスの佇ま

いは静かです。

彼は、自分を捕らえに来た捕り

方に語りかけます。４８－４９節。

「14:48 そこで、イエスは彼らに

言われた。『まるで強盗にでも向

かうように、剣や棒を持って捕ら

えに来たのか。14:49 わたしは毎

日、神殿の境内で一緒にいて教え

ていたのに、あなたたちはわたし

を捕らえなかった。しかし、これ

は聖書の言葉が実現するためであ

る』。」捕り方(祭司長、律法学者、

長老たち)の不正義と計算が透け

て見えます。毎日、神殿境内で教

えていたときには、彼らは、群衆

を恐れて主イエスに指一本触れな

かったのです。彼らは公然たる正

義をもって、主イエスに対抗する

ことが出来ませんでした。彼らは

正義を愛していたのでも、正義を

求めていたのでもなかったので

す。彼らは自分たちの（神殿経済

共同体の）利害や利権を守りたか

ったのです。彼らはそのために邪

魔物を消したかっただけなので

す。彼らは計算します。イエスの

言葉に喜んで聞き入っている群衆

を、今は、敵にしない方が良い。

しかも祭の間は問題が多い。彼ら

は機会を待ちました。そして、主

イエスの一行が、最後の晩餐の後、

エルサレム市内を離れて人気のな

いゲツセマネに移動すると、今が

チャンスとばかりに、彼らは、闇

夜に乗じて行動に出たのです。公

然と主張し行動できる正義を持た

ない彼らには、闇に隠れて働く力

が頼りでした。それをルカはよく

見ています。ルカはこの主イエス

逮捕の場面に働く力の暗黒面をこ

う表現します。ルカの描く主イエ

スは捕り方に向かってこう言いま

す。ルカ２２章５３節ｂ。「今は
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あなたたちの時（hJ w{ra）で、闇

が力を振るっている。」

現代においても、隠然たる力が

世界を支配しているように見えま

す。闇の力が光を押さえつけてい

る。そのように見えるとき、事態

がなし崩しに悪化しているとしか

見えない時、何が道しるべでしょ

うか。先ほどのガンジーはこう言

いました。「私は失望するといつ

も思う。歴史を見れば、勝利を収

めたのは常に真実と愛だ。暴君や

残虐な為政者もいた。一時は彼ら

は無敵だ。そう見える。だが、結

局は滅びている。それを思う。」

わたしたちの道しるべは、主イ

エスの姿です。主イエスの佇まい

を支えているのは、み言葉への確

信と、(ゲツセマネでみせたよう

な)祈りです。み言葉と祈りをも

って、主イエスは「時」に対しま

す。受難物語が描き出す主イエス

の姿は、「時」に目覚めて受難を

私は失望するといつ
も思う。歴史を見れ
ば、勝利を収めたの
は常に真実と愛だ。
暴君や残虐な為政者
もいた。一時は彼ら
は無敵だ。そう見え
る。だが、結局は滅
びている。それを思
う。

―ガンジー―

生ききる者の姿です。受難におけ

る主イエスのこの姿が、その基本

的な佇まい

が、キリス

ト者の道し

るべなので

す。主イエスがみ言葉と祈りを通

して得ていたもの、それは「神の

前の静けさ」です。

主イエスと対照的な姿を露わに

しているのが弟子たちです。５０

節。「14:50 弟子たちは皆、イエ

スを見捨てて逃げてしまった。」

受難物語の描く主イエスと弟子た

ちは実に対照的です。時の変化に

(1)目覚めている主イエスに対し

て、寝起きの状態のような弟子た

ち。(2)予め先を見越している予

見的な主イエスに対して、その場、

その場で場渡り的な反応を見せる

弟子たち。(3)冷静にその場に対

処する主イエスに対して、混乱し

ている弟子たち。

相手が剣を手にし

ていれば、短絡的

に反応して、こち

らも剣で対応する

弟子たち〔=「居

合わせた人々のうちのある者」v.

47〕。(4)祈ってる主イエスに対し
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て、眠っている弟子たち。このイ

エス逮捕の場面における両者の違

いは、直前のゲツセマネにおける

祈りの結果とも言えます。そして

(5)聖書の成就を確信するイエス

に対して、聖書的展開に無知な弟

子たち。日頃からみ言葉に聞くこ

とを大切に考える姿勢が、人が危

機的な状況に置かれたときの姿と

して明らかになります。主イエス

は断言します。「これは聖書の言

葉が実現するため」(v.49)である。

祈りとみ言葉は、決定的な「時」

の到来に対する最善の準備なので

す。祈りは、信仰の呼吸であり、

教会の心臓の鼓動だと言われま

す。聖書は天来の魂の糧であり、

信仰のパンと言われます。信仰の

心臓がその鼓動を規則正しく続

け、生命を維持するパンを欠かさ

ずにいただいているとき、眼前に

展開する状況に相応しく行動する

ことが可能となるのです。神と共

に「今」を生きることが可能にな

るのです。

さて今日の箇所には、不思議な

エピソードが盛り込まれているこ

とにお気づきだと思います。他の

福音書には出てこないマルコだけ

の記事です。５１－５２節。

14:51 一人の若者が、素肌に亜麻

布をまとってイエスについて来て

いた。人々が捕らえようとすると、

14:52 亜麻布

を捨てて裸で

逃げてしまっ

た。

この不思議な

物語は、聖書解釈の歴史の中で、

多様な解釈を生んできました。こ

の若者は、歴史的に実在した個人

で、実は、(a)使徒ヨハネであっ

たとする説や、(b)主イエスの兄

弟ヤコブだとしたり、(c)最後の

晩餐をともにした家の住人である

とか、いや(d) マルコの知ってい

る他の目撃者だとする説や、(e)

『マルコの秘密の福音書』という

外典的断片が残されていて、その

記事を証拠として、実は、イエス

が死者の中から甦らせた若者に秘

義を授けている最中に捕り方が来

たために、この若者は裸で逃げて

いったのだ、とする説などさまざ

まな説がありますが、どれも根拠

がありません。

そこで特定の個人ではなく、創

世記のヨセフ物語(創39:12-13)の

ヨセフ――主人ポティファルの妻

に誘惑され、着衣を残して逃げ出
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したヨセフ――との並行関係を主

張したり、アモス書２章１６節の

「アモ 2:16 勇者の中の雄々しい

者も／その日（主の審きの日）に

は裸で逃げる、と主は言われる」

というテーマを引き継いでいると

されたり、あるいは〈カメオ〉〔劇

や映画などの一場面に限って顔見

世的に登場する、名優やスターに

よって演じられる端役〕としての

福音書記者マルコがここに登場し

ているとする説などさまざまな主

張がなされてきました。しかしど

れも決定打になりませんでした。

むしろこの記事は、自分の命惜

しさに逃げていく弟子たちを、象

徴的に描く〈戯画〉(風刺画)なの

です。亜麻布は遺体を包む布で、

主イエスの遺体も亜麻布にくるま

れました。それは受難を象徴しま

す。それを捨てて逃げていく裸の

若者の姿に、敗走していく弟子た

ちの姿を集約したのです。

弟子たちはどうして、このよう

に醜態ばかりを記録されるのでし

ょうか。事実だから仕方がないの

でしょうか。それだけではないの

です。福音書記者が弟子たちの失

態・失敗を描くのは、神に対する

キリスト者の誠実が、自分自身の

決意や勇気や努力から出てくるも

のではないことを示そうとするか

らです。それは神の恵みと憐れみ

によって可能となるのです。ガリ

ラヤで待つイエスとの再会は、主

イエスの赦しの豊かさと、同時に

弟子たちの内に湧き上がる新たな

力を再確認させることになるので

す。

わたしたちは自分のゲツセマネ

（静思の時）をもっています。そ

してみ言葉がわたしたちの道の光

です。神の前の静けさが、主イエ

スと彼を信じる者(わたしたち)の

佇まいです。周囲の混乱の中にあ

っても御心が成就して行くことを

信じて、新しい一週間の歩みに踏

み出したいと思います。

祈りましょう。

2019.8.18 日本基督教団・千歳丘教会
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14:43 さて、イエスがまだ話して

おられると、十二人の一人である

ユダが進み寄って来た。祭司長、

律法学者、長老たちの遣わした群

衆も、剣や棒を持って一緒に来た。

14:44 イエスを裏切ろうとしてい

たユダは、「わたしが接吻するの

が、その人だ。捕まえて、逃がさ

ないように連れて行け」と、前も

って合図を決めていた。

14:45 ユダはやって来るとすぐ

に、イエスに近寄り、「先生」と

言って接吻した。

14:46 人々は、イエスに手をかけ

て捕らえた。

14:47 居合わせた人々のうちのあ

る者が、剣を抜いて大祭司の手下

に打ってかかり、片方の耳を切り

落とした。

14:48 そこで、イエスは彼らに言

われた。「まるで強盗にでも向か

うように、剣や棒を持って捕らえ

に来たのか。

14:49 わたしは毎日、神殿の境内

で一緒にいて教えていたのに、あ

なたたちはわたしを捕らえなかっ

た。しかし、これは聖書の言葉が

実現するためである。」

14:50 弟子たちは皆、イエスを見

捨てて逃げてしまった。

14:51 一人の若者が、素肌に亜麻

布をまとってイエスについて来て

いた。人々が捕らえようとすると、

14:52 亜麻布を捨てて裸で逃げて

しまった。

14:43 Kai; eujqu;" e[ti aujtou' lalou'nto"

paragivnetai !Iouvda" ei|" tw'n dwvdeka

kai; met! aujtou' o[clo" meta; macairw'n

kai; xuvlwn para; tw'n ajrcierevwn kai;

t w ' n g r a m m a t e v w n k a i ; t w ' n

presbutevrwn.

14:44 dedwvkei de; oJ paradidou;" aujto;n

suvsshmon aujtoi'" levgwn, }On a]n

filhvsw aujtov" ejstin, krathvsate

aujto;n kai; ajpavgete ajsfalw'".

14:45 kai; ejlqw;n eujqu;" proselqw;n

aujtw'/ levgei, @Rabbiv, kai; katefivlhsen

aujtovn:

14:46 oiJ de; ejpevbalon ta;" cei'ra"

aujtw'/ kai; ejkravthsan aujtovn.

14:47 ei|" dev (ti") tw'n paresthkovtwn

spasavmeno" th;n mavcairan e[paisen

to;n dou'lon tou' ajrcierevw" kai;

ajfei'len aujtou' to; wjtavrion.

14:48 kai; ajpokriqei;" oJ !Ihsou'" ei\pen

aujtoi'", @W" ejpi; lh/sth;n ejxhvlqate

meta; macairw'n kai; xuvlwn sullabei'n

me_

14:49 kaq! hJmevran h[mhn pro;" uJma'" ejn

tw ' / i J e rw ' / d i da v skwn kai ; o u j k
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ejkrathvsatev me: ajll! i{na plhrwqw'sin

aiJ grafaiv.

14:50 kai; ajfevnte" aujto;n e[fugon

pavnte".

1 4 : 5 1 K a i ; n e a n i v s k o " t i "

sunhkolouvqei aujtw'/ peribeblhmevno"

sindovna ejpi; gumnou', kai; kratou'sin

aujtovn:

14:52 oJ de; katalipw;n th;n sindovna

gumno;" e[fugen.


